
欄 記載のしかた

欄 記載のしかた

「算定期間」 　課税標準の算定期間をお書きください。（元号について
はどちらかに○印を付してください。）

「個人番号又
は法人番号」

 　マイナンバー（個人番号又は法人番号）をお書きくだ
さい。

　共用床面積のうち令56の43③－1イ、同第4号及び同第5
号イに掲げる避難階段等に係る床面積をお書きください。

「③以外の共
用床面積④」

　共用部分の延べ面積のうち㋔の欄の数値（非課税に係る
共用床面積）以外の部分の床面積をお書きください。

「2分の1が非
課税となる共
用床面積㋒」

　共用床面積のうち令56の43③－1ロ、同第2号、同第3号
及び同第5号ロに掲げる設備等に係る床面積に2分の1を乗
じて得た面積をお書きください。

　本市送付の申告納付依頼状に記載のある管理番号（事）
（8桁）とCD（チェックデジット）（1桁）をお書きくださ
い。

「事業所床面
積となる共用
床面積（④×
②／①）⑥」

　共用部分のあん分計算については、④×②÷①の順に計
算し、演算後1㎡の100分の1未満の数値を切り捨ててお書
きください。
　なお、この⑥欄の数値を別表1の資産割の㋑欄の共用床
面積欄に転記してください。

「㋐～㋒以外
の非課税に係
る共用床面積
㋓」

　共用床面積のうち、㋐、㋑及び㋒以外の非課税に係る
共用床面積をお書きください。

「専用部分の
延べ面積①」

　共用部分以外の部分（以下、「専用部分」といいま
す。）で⑤の欄の共用部分に関連を有する専用部分の延べ
面積をお書きください。

「③の内訳
⑦」

　㋐、㋑及び㋒の欄は、特定防火対象物である事業所等
である場合に限りお書きください。

「①のうち当
該事業所部分
の延べ面積
②」

　①の専用部分の延べ面積のうち、この計算書に係る事業
所部分の延べ面積（以下、「専用床面積」といいます。）
をお書きください。
　なお、この専用床面積は別表1の「専用床面積㋐」の欄
と一致します。

「消防設備等
に係る共用床
面積㋐」

　共用部分の床面積（以下、「共用床面積」といいま
す。）のうち、令56の43②に掲げる消防用設備等に係る床
面積をお書きください。

「非課税に係
る共用床面積
③」

　㋔の欄の数値をお書きください。 「全部が非課
税となる共用
床面積㋑」

一般的留意事項
　(1)　この計算書は、事業所用家屋である家屋に共同
　   の用に供する部分（共用部分）がある場合に、第
     44号様式別表１に添付してください。
　　　 したがって、一の事業所等が家屋全体を専用し
     ている場合又は家屋の一部を専用しているが共用
     部分がない場合は、添付の必要はありません。

(2)　この計算書は、ノーカーボン紙を使用しており
   ますので、ボールペンでお書きください。
(3)　この計算書は、１枚目が提出用、２枚目が控用
   となっておりますので、１枚目を第44号様式
　 別表１に添付してください。
(4)　床面積の各欄は、１㎡の100分の１未満を切り捨
   ててお書きください。

「管理番号
（事）」・
「CD」

(5) 第44号様式別表4記載の手引
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中之島倉庫株式会社

6 １ １

6 12 31

20本 社

4 095 58

849 10

1 178 57

1 469 69

2 648 26

304 69

2 3 4 5 6 7 8 9
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